
少人数のチームに分かれ、『お早よう』の撮影方法を参考にして、iPadで短い映画を撮影します。
「映画ノート」というワークショップの冊子を使いながら、

お話づくり、撮影、出演、編集すべてチームのみんなで行います！
チームで力を合わせて楽しい映画を作りましょう！

映画館が街中からなくなっている今、体育館で映画を鑑賞することは
地域の大人も含めて多くの人に体験してもらいたいことです。その鑑賞
に『お早よう』は最適です。1959年の作品ではありますが、主人公の少
年たちの気持ちは今のこどもたちにも共感できるものです。コミカルなシ
ーンも多く、こどもにも大人にとっても忘れがたい体験となるでしょう。ま
た、日本が世界に誇る映画監督である小津安二郎作品をこの機会に
ぜひ鑑賞してもらいたいと思います。
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